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Abstract

人間の網膜には色と輝度を認識する能力がある．色を識別する細胞を錐体細胞と呼び，輝度を識別する細胞を桿体細胞
と呼ぶ．これまでにＣＮＮを用いたカラー画像処理はいくつか提案されている [1]．特に，井上らは錐体細胞を基にした３層
ＣＮＮによるエッジ強調を行った [2]．このシステムにより，３層のＣＮＮが互いに影響し合うことによってエッジ検出の精
度向上を確認したが，輝度の低い部分のエッジは検出できなかった．そこで本研究では，輝度と光の三原色を考慮した相互
結合４層セルラニューラルネットワークを提案する．提案手法を用いていくつかのカラー画像のエッジ検出を行なった結果，
輝度の低い部分のエッジも検出することができ，従来のＣＮＮよりも効果的なエッジ検出画像を得ることができた．
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